
平成２５年度の漁況
道根 淳・寺門弘悦

１．まき網漁業

（１）漁獲量の経年変化
図１に１９６０年（昭和３５年）以降の島根県の

中型まき網漁業による魚種別の漁獲量の経年変
化のグラフを示した。
２０１３年の総漁獲量は約１０万４千トンで、前
年（２０１２年、以下同様）比１３０％、平年（２００８
年～２０１２年の５ヶ年平均、以下同様）比１３１％
であった。なお、２０００年以降（４万７千トン～
１０万４千トン）では最も多い総漁獲量であっ
た。一方、CPUE（１ヶ統１航海当り漁獲量）は
５８．６トンで、前年・平年を上回った（前年比
１２６％、平年比１３９％）。２００３年以降、長期的に
みると CPUEは増加傾向にある。なお、２０１２
年の漁労体数は１３ヶ統（県西部４ヶ統、県東
部９ヶ統）であった。
まき網漁業の漁獲の主体は、１９７０年代後半

～１９９０年代前半のマイワシから、１９９０年代後
半にマアジに変遷し、近年は同種が漁獲を支え
る構造にあった。ところが、２０１１年にマイワ
シの漁獲割合が急増し、以後マアジとともに漁
獲を支える重要魚種となっている。魚種別の動
向をみると、マアジ（総漁獲量の３３％）、マイ
ワシ（同３４％）、ウルメイワシ（同１２％）は前
年・平年を上回り、サバ類（同７％）、カタク
チイワシ（同８％）は前年を下回る漁況であっ
た。
（２）魚種別漁獲状況
図２～６に島根県の中型まき網による魚種別

月別漁獲動向のグラフを示した。
� マアジ
２０１３年の漁獲量は約３万４千トンで、前年・
平年を上回った（前年比１４１％、平年比１３６％）。
漁獲の主体は１歳魚（２０１２年生まれ）で、夏
季以降は０歳魚（２０１３年生まれ）が漁獲に加
入した。月別の動向をみると、春季は５月以降
漁獲が増加し、６月に盛期を迎えた。４～７月の
漁獲量は約９千トンで前年を上回り、平年並み

の漁況であった（前年比１３５％、平年比１０６％）。
一方秋季は、９月に０歳魚を主体に漁獲がまと
まり、漁獲量は１万トンを超えた。９月～１１月
の漁獲量は約１万８千トンで、前年・平年を上
回る漁況であった（前年比２７９％、平年比
２０５％）。

� サバ類
２０１３年の漁獲量は約７千トンで、前年・平
年を下回った（前年比４６％、平年比４７％）。月
別の動向をみると、１月に３千トン程度の漁獲
があって以降、２月、８月、９月、１２月に各月

図１島根県の中型まき網による魚種別漁獲量と
CPUEの推移（2002年までは農林水産統計
値、2003年以降は島根県漁獲統計システム
による集計値）

図２中型まき網によるマアジの漁獲量
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千トン程度の散発的な漁獲に留まった。本県の
サバ類の主漁期にあたる１０月以降の漁獲量は
前年・平年を大きく下回った（前年比１６％、平
年比１２％）。漁獲の主体は、冬季がマサバ１歳
魚（２０１２年生まれ）、夏季以降はマサバ０歳魚
（２０１３年生まれ）であった。
� マイワシ
２０１３年のマイワシの漁獲量は約３万６千ト
ンで、前年・平年を上回った（前年比２２６％、
平年比３３６％）。２０００年以降続いた低水準期を
久しぶりに脱した２０１１年（漁獲量約２万５千
トン）、２０１２年（同約１万６千トン）に続いて
豊漁に恵まれた。月別の動向をみると、県東部
を主漁場として２月～６月に２万トンを超える
漁獲があった。加えて、１０月～１１月にも１万
トンを超える漁獲があり、春と秋の二峰型の漁
獲パターンとなった。近年、増加傾向にあるマ
イワシ資源であるが、増加初期にあたる今だか
らこそ適正な漁獲を心がける必要がある。
� カタクチイワシ
２０１３年のカタクチイワシの漁獲量は約８千
トンで、前年・平年を下回った（前年比７２％、
平年比６３％）。月別の動向をみると、近年カタ
クチイワシは春季（３月～５月）にまとまって
漁獲されるパターンが多く、２０１３年もほぼ同
様の傾向となり、２月～５月で約７千トンが漁
獲された。一方、２０１１年や２０１２年にみられた
秋季（９月～１１月）は、数十～数百トン程度の
漁獲に留まった。
� ウルメイワシ
２０１３年のウルメイワシ漁獲量は約１万３千
トンで、前年・平年を上回った（前年比１７１％、
平年比１５５％）。月別の動向をみると、５月～６
月は千トン程度の漁獲に留まったが、１１月以
降急増し、１１月～１２月で１万トンを超える漁
獲があった。近年のウルメイワシの漁獲パター
ンは、春季～夏季と秋季の二峰型になることが
多い。２０１３年もほぼ同様の傾向だが、秋季の
漁獲盛期が遅い方にスライドした事が特徴的で
あった。

図３中型まき網によるサバ類の漁獲量

図４中型まき網によるマイワシの漁獲量

図５中型まき網によるカタクチイワシの漁獲量

図６ 中型まき網によるウルメイワシの漁獲量
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２．いか釣り漁業

ここでは、県内外の漁船が水揚げするいか釣
り漁業の代表港である浜田漁港（島根県浜田
市）に水揚げされた主要イカ類（スルメイカ、
ケンサキイカ）の漁獲動向をとりまとめた。対
象とした漁業は、いか釣り漁業（５t未満船）、
小型いか釣り漁業（５t以上３０t未満船）およ
び中型いか釣漁業（３０t以上）である。
（１）スルメイカ
浜田漁港に水揚げされたスルメイカの２００８

年以降の漁獲量および水揚金額・単価の年別動
向を図７と図８に示した。
２０１３年の漁獲量は４４５トンで、前年（１９５
トン）・平年（３７１トン）を上回った（前年比
２２８％、平年比１２０％）。低調な水揚げが続いて
いる２００９年以降でみると、比較的豊漁と言え、
水揚金額は約１億５千万円（前年比２５６％、平
年比１２４％）であった。キログラムあたりの平
均単価は３３８円で、平年（３２８円）と同程度で
あった。
図９にスルメイカの月別の漁獲動向を示し

た。島根県沖では、例年、冬季～３月は冬季発
生系群の産卵南下群が、３月～初夏は秋季発生
系群の索餌北上群が漁獲対象となるが、近年は
両系群の資源状態が良好※であるにもかかわら
ず山陰沖への来遊量が少ない傾向にある。２０１３
年もこうした影響を受け、２月をピークに１月
から２月までで３３４トンの水揚げがあって以
降、毎月数トン～十数トン程度の漁獲が続くに
留まった。

※水産庁による平成２５年度のスルメイカの資
源評価では、冬季発生系群の資源水準は
「中位」、動向は「減少」、秋季発生系群の
資源水準は「高位」、動向は「減少」とさ
れている。 （２）ケンサキイカ

浜田漁港に水揚げされたケンサキイカの
２００８年以降の漁獲量および水揚金額・単価の
年別動向を図１０と図１１に示した。２０１３年の
ケンサキイカの漁獲量は５２４トンで、前年（６９７
トン）および平年（８８２トン）を下回った。（前

図７浜田漁港に水揚げされたスルメイカの漁獲
量の動向

図８浜田漁港に水揚げされたスルメイカの水揚
金額と単価の動向

図９浜田漁港に水揚げされたスルメイカの月別
漁獲動向
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年比７５％、平年比５９％）。水揚金額は約４億３
千万円で、前年比８０％、平年比７２％であった。
キログラムあたりの平均単価は８２５円で、平年
（６９８円）より高めであった。
図１２に月別の漁獲動向を示した。２０１３年の

ケンサキイカ漁は例年より遅い６月中旬から水
揚量が増え始め、ケンサキイカ型が主体となる
５月～８月の漁獲量は平年並みの１２９トン（平
年比１０９％）、ブドウイカ型が主体となる９月
以降は平年を下回る３９５トン（平年比５２％）
であった。近年、特に２００６年以降、春～夏に
漁獲されるケンサキイカ型の漁況が不調である
一方、秋に漁獲されるブドウイカ型の漁況は好
調である傾向が続いていた。しかしながら、２０１１
年をピークにブドウイカ型の漁獲量は減少傾向
にある。

図１２浜田漁港に水揚げされたケンサキイカの月
別漁獲動向

図１０浜田漁港に水揚げされたケンサキイカの漁
獲量の動向

図１１浜田漁港に水揚げされたケンサキイカの水
揚金額と単価の動向
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３．沖合底びき網漁業（２そうびき）

本県では現在７統が操業を行っている。本報
告では、このうち浜田港を基地とする５統を対
象に取りまとめを行った。操業期間は８月１６
日から翌年５月３１日までで、６月１日から８
月１５日までは禁漁期間である。ここでは統計
上、漁期年を用い、１漁期を８月１６日から翌
年５月３１日までとした。
（１）全体の漁獲動向
図１３に１９８６年以降の浜田港を基地とする沖

合底びき網漁業（以下、浜田沖底という）にお
ける総漁獲量と１統当たり漁獲量（以下、
CPUEという）の経年変化を示す。
総漁獲量は、１９８０年代後半から１９９０年代前

半にかけて操業統数の減少により急激に減少し
たが、１９９３年以降３，０００トン台で横ばい傾向
にある。一方、CPUEは日韓新漁業協定が発効
された１９９８年以降急増していたが、２００６年以
降は漸減傾向にある。
今漁期は、９、１０月の台風襲来、２、３月の寒

気の影響により操業途中での避難帰港があった
が、夏季から秋季にかけての大型クラゲの被害
もほとんどなく、概ね安定した操業となった。
２０１３年漁期の浜田沖底の総漁獲量は２，７７３
トン、総水揚げ金額は１４億２，３９１万円であっ
た。また、１統当たり漁獲量は５６６トン、１統
当たり水揚金額は２億９，０９１万円であり、漁獲
量は平年を６％下回ったが、水揚金額は平年を
わずかに上回った。
※平年（２００３～２０１２年の過去１０ヵ年間の平均
値、以下平年という）

（２）主要魚種の漁獲動向
� カレイ類
図１４にカレイ類のCPUEの経年変化を示す。
ムシガレイは数年周期の増減を繰り返し、

１９９３年までは減少傾向にあった。それ以降は
増加傾向に転じたが、２００８年をピークに減少
傾向にある。２０１３年の漁獲量は３１３トン、
CPUEは６４．０トンで平年を２２％下回った。
ソウハチは１９９０年以降、大きな変動を繰り

返しつつ減少傾向にあり、特に２０００年以降は
急減し、２００３年には１２トンまで減少した。２００５

年以降、再び増加傾向に転じ、２００７年をピー
クに一旦減少したが、最近年は増加傾向にある。
２０１３年の漁獲量は２４７トン、CPUEは５０．０ト
ンで平年を２６％上回った。
ヤナギムシガレイは１９９０年代には増加傾向、

そして１９９９年以降横ばい傾向であったが、２００８
年以降は減少傾向にある。２０１３年の漁獲量は
４２トン、CPUEは８．７トンで平年を５２％下
回った。
� イカ類
図１５にイカ類の CPUEの経年変化を示す。
ケンサキイカは数年周期で増減を繰り返して

いる。近年では２００８年から２０１０年にかけて増
加傾向にあったが、その後減少傾向にある。２０１３
年の漁獲量は１９０トン、CPUEは４０．０トンで
平年を１０％下回った。
一方、ヤリイカは１９８０年代後半より急激に

図１３浜田港を基地とする沖合底びき網漁業にお
ける総漁獲量と 1統当たり漁獲量の経年変
化

図１４浜田港を基地とする沖合底びき網漁業にお
けるカレイ類の 1統当たり漁獲量の経年変
化
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 減少し、近年は低位横ばい傾向にある。２０１３
年の漁獲量は２０トン、CPUEは４．０トンで平
年を２８％下回った。
� その他
図１６に沖合底びき網漁業で漁獲されるカレ

イ類、イカ類以外の主要魚種の CPUEの経年
変化を示す。
キダイは、１９９０年代は増加傾向にあり、１９９８

年以降は増減の年変動が大きくなったが、長期
的には増加傾向にある。２０１３年の漁獲量は３４４
トン、CPUEは７０．１トンで、平年の１．７倍の
水揚げであった。今期も漁期を通して小型サイ
ズ（地方名：シバ）、中・大型サイズ（地方名：
レンコ）共に安定して水揚され、１９８６年以降
最高の水揚げとなった。
アナゴ類は、年変動が大きく、増減を繰り返

しており、直近年は減少傾向にある。２０１３年
の漁獲量は１７４トン、CPUEは３５．４トンで、平
年を１１％下回った。
アンコウは、１９９０年代以降増加傾向にあっ

たが、２００６年をピークに減少傾向に転じた。
２０１３年の漁獲量は１３７トン、CPUEは２７．９ト

ンで、平年を３２％下回った。
アカムツは、１９９０年代後半以降、３回（１９９９

～２０００年、２００６年、２００８～２００９年）急増した
時期があり、長期的には増加傾向にある。２０１３
年の漁獲量は１３２トン、CPUEは２６．６トンで、
平年の１．５倍の水揚げであった。今期は、小型
サイズ（１歳魚、地方名：メキン）が漁期前半
好調に推移し、その影響により漁獲増となった。
ニギスは、１９９０年代に入り周期的に大きな

変動を示し、２００５年以降減少傾向にある。２０１３
年の漁獲量は６８トン、CPUEは１４．２トンで、
平年を４８％下回った。

図１５浜田港を基地とする沖合底びき網漁業にお
けるイカ類の 1統当たり漁獲量の経年変化

図１６浜田港を基地とする沖合底びき網漁業にお
ける主要魚種の 1統当たり漁獲量の経年変
化
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４．小型底びき網漁業第１種（かけまわし）

小型底びき網漁業１種（以下、小底という）
は山口県との県境から隠岐海峡にかけての水深
１００～２００mの海域を漁場とし、現在４６隻が操
業を行なっている。操業期間は９月１日から翌
年５月３１日までである（６月１日から８月３１
日までは禁漁期間）。ここでは統計上、漁期年
を用い、１漁期を９月１日から翌年５月３１日
までとした。なお、１隻はずわいがに漁業との
兼業船で漁期を通して操業を行わないことか
ら、これを除いた４５隻分の集計とした。
（１）全体の漁獲動向

図１７に小底１隻当たり漁獲量（以下、CPUE
という）と水揚金額の経年変化を示す。
１隻当たり漁獲量は、１９９８年から２００５年に
かけて漸減傾向にあったが、その後急増し、以
後横ばい傾向にある。一方、１隻当たり水揚金
額は、２００５年にかけて減少傾向にあったが、
２００６年以降は横ばい傾向にある。
２０１３年の総漁獲量は４，６３２トン、総水揚金
額は１８億８，３６６万円であった。１隻当たり漁
獲量は１０３トン、水揚金額は４，１８６万円であり、
平年（過去１０年平均１０１トン、３，８７９万円）を
漁獲量で２％、水揚金額で８％上回った。１隻
当たりの航海日数は１３２日で平年並みであっ
た。今漁期は台風、冬季の寒波の影響で休漁、
操業途中の反転などがあったが、休漁明け当初
からのエチゼンクラゲの被害も小さく、全般的
には安定した操業となった。

（２）主要魚種の漁獲動向
� カレイ類
図１８にカレイ類の１隻当たり漁獲量の経年

変化を示す。
ムシガレイの CPUEは、沖底の傾向と異な

り漸減傾向を示している。２０１３年の漁獲量は
１４８トン、CPUEは３．３トンで平年を２９％下
回った。
ソウハチの漁獲量は周期的な増減を繰り返し

ているが、近年は増加傾向にある。２０１３年の
漁獲量は８９３トン、CPUEは１９．８トンで前年
を大きく下回ったが、平年並みの水揚げとなっ
た。
メイタガレイの２０１３年の漁獲量は４９トン、

CPUEは１．１トンで前年の２．７倍の水揚げで
あったが、平年並みの水揚げとなった。
また、ヤナギムシガレイの２０１３年の漁獲量

は６３トン、CPUEは１．４トンで平年を１３％下
回った。

� イカ類
図１９にイカ類の CPUEの経年変化を示す。
ケンサキイカは、２００８年以降増加傾向にあっ

たが、２０１１年をピークに最近年は減少傾向に
ある。２０１３年の漁獲量は６２トン、CPUEは１．４
トンで前年の２９％、平年の３６％の水揚げに留
まった。
一方、ヤリイカの CPUEは２００１年までは１

年おきに好不漁を繰り返していた。２００１年以
降、年変動は小さくなり、周期的に増減を繰り
返しているが、漁獲量の水準は低下している。
２０１３年の漁獲量は９４トン、CPUEは２．１トン

図１７小型底びき網漁業における 1隻当たり漁獲
量と水揚金額の経年変化

図１８小型底びき網漁業におけるカレイ類の 1隻
当たり漁獲量の経年変化

― 48 ―



で前年の１．４倍、平年の１．６倍の水揚げであっ
た。
スルメイカは周期的に増減を繰り返し、長期

的には減少傾向にある。２０１３年の漁獲量は１０８
トン、CPUEは２．４トンで平年を５％上回っ
た。

� その他
図２０に小底で漁獲されるカレイ類、イカ類

以外の主要魚種の CPUEの経年変化を示す。
アンコウの２０１３年の漁獲量は３１４トン、

CPUEは７．０トンで平年を１５％下回った。
ニギスの CPUEは１９９９年から２００１年に大

きく落ち込んだのち回復したが、最近は再び減
少傾向にある。２０１３年の漁獲量は３９８トン、
CPUEは８．８トンで平年を２７％下回った。
アナゴ類は周期的な増減を繰り返し、長期的

には安定し、最近５年では増加傾向にある。２０１３
年の漁獲量は２３９トン、CPUEは５．３トンで平
年の１．７倍の水揚げであった。

アカムツの２０１３年の漁獲量は１４９トン、
CPUEは３．３トンで前年を２０％下回ったが、平
年は１５％上回った。
キダイは大きな年変動を示している。２０１３

年の漁獲量は２６３トン、CPUEは５．８トンで前
年を２２％、平年を８％下回った。
ハタハタは年変動が大きく、近年は低水準で

推移している。２０１３年の漁獲量は３８トン、
CPUEは０．９トンで前年の２．３倍の水揚げと
なったが、平年の７割の水揚げに留まった。

図１９小型底びき網漁業におけるイカ類の 1隻当
たり漁獲量の経年変化

図２０小型底びき網漁業における主要魚種の 1隻
当たり漁獲量の経年変化
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５．ばいかご漁業

石見海域におけるばいかご漁業は小型底びき
網漁業（第１種）休漁中の６～８月に、本県沖
合の水深２００m前後で行われ、２０１３年は JFし
まね大田支所、仁摩支所所属の４隻が操業を
行った。
解析に用いた資料は、当センター漁獲管理情

報処理システムによる漁獲統計と各漁業者に記
帳を依頼している標本船野帳である。これらの
資料をもとに、漁獲動向、漁場利用ならびにエッ
チュウバイの価格動向について検討を行った。
また、資源生態調査として、JFしまね大田支
所ならびに仁摩支所に水揚げされた漁獲物の殻
高を銘柄別に測定し、銘柄別漁獲量から本種の
殻高組成を推定した。
（１）漁獲動向
２０１３年のばいかご漁業における総漁獲量は

７４．２トン、総水揚金額は３，６６１万円であった。
また、１隻当たりの漁獲量は１８．６トン、水揚
げ金額は９１５万円であった。漁獲量、水揚金額
ともに前年を下回ったが、平年（過去１０年平
均）比では漁獲量は２％増、水揚金額は１１％
増であった。

図２１にエッチュウバイの１隻当たり漁獲量
と水揚金額の推移を示す。漁獲量は、１９９０年
代は横這い傾向にあったが、２０００年代には年
変動が大きくなり、周期的に増減を繰り返して
いる。一方、水揚金額は１９９２年をピークに減
少傾向にあったが、２００９年を境に増加傾向に
転じた。２０１３年の本種の漁獲量は６６．５トン、

水揚金額は３，１５７万円であった。また、１隻当
たりの漁獲量は１６．６トン、水揚金額は７８９万
円であり、平年比では漁獲量は１４％増、水揚
金額は３５％増であった。
（２）資源動向
図２２にエッチュウバイの１航海当たり漁獲

量と漁獲個数の推移を示す。
２０１３年の１航海当たり漁獲量は５９９kgで、平
年を３０％上回り、１９８９年以降最高の値となっ
た。しかし、１航海当たり漁獲個数は１０，６０４
個で平年を１６％上回り、昨年に引き続きに１
万個を超える水揚げとなったが、依然として低
位に推移している。これは大型貝が主体に漁獲
されるため、漁獲個数は重量の増加分に見合っ
た増加は見られず、資源水準としては低位状態
にあると推測された。

図２３に銘柄別水揚げ箱数の推移を示す。
１９９３年は「中」銘柄が多く、「豆」～「中」銘
柄で全体の７割弱を占めていた。２０００年代に
入り、「大」銘柄の割合が高まり、「中」、「小」
銘柄の割合が低くなっていった。２０１３年は、そ
れまで１／２近くを占めていた「大」銘柄の割合
が減少し、「中」、「小」銘柄の割合が増加した。
２０１０年まで全体の６割以上を占めていた銘柄
「特大」、「大」の割合が減少傾向にあるが、依
然として大型貝主体の漁獲状況となっている。

図２２ばいかご漁業におけるエッチュウバイの
1航海当たり漁獲量と漁獲個数の推移

図２１ばいかご漁業におけるエッチュウバイの
1隻当たり漁獲量と水揚金額の推移
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図２４にエッチュウバイの殻長組成を示す。か
つて、資源が良好であった頃には殻高組成も二
峰型であり、殻長７０mm前後と９０mm前後に
モードが見られた。しかし、直近３年の組成を
見ると、明瞭な二峰型ではなく、小さい複数の
モードが見られる。２０１３年の特徴としては、殻
長７０～８０mm台を中心に複数のモードが見ら

れる組成になっている。
（３）漁場
２０１３年は、浜田沖の水深２００m付近から日
御碕沖の水深２３０mを漁場として利用してい
た。２０１３年は前年に比べ操業範囲が狭くなり、
図中の円（ドット模様）で囲まれた海域での操
業がなかった。また、北緯３５°４５′線（図中の
点線）を境に南側では水深１９０～２００m帯を中
心に、北側では水深２００m以深で操業を行う
傾向が見られた（図２５）。

（４）魚価の推移
２０１３年のエッチュウバイの１kg当たりの平
均価格は、４７５円であり、前年を１２％、平年を
１９％上回った。２０１１年以降、１kg当たりの平

図２３銘柄別水揚げ箱数の推移

図２５ 2013年漁期に利用した漁場

図２４エッチュウバイの殻高組成の推移
個数は 1航海当たり漁獲個数を示す

図２６エッチュウバイの 1kg当たり平均価格の推
移
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均価格はやや持ち直し、４００円台を維持してい
るが、１９９０年代は１kg当たり価格が６００円を
超えており、依然として低調に推移している
（図２６）。
次に銘柄別価格（図２７）を見ると、３地区の

うち久手地区ではほとんどの銘柄が高値で取引
されていた。一方、和江地区では「特大」～
「中」銘柄が他地区よりも安値で取引され、１
kg当たり約１００円の価格差が見られる銘柄も
あった。この銘柄別価格の地域差については、
出荷量に加え、選別サイズが地区により異なっ
ており、これらのことが影響している可能性が
考えられた。
また、冷海水装置を活用して鮮度保持の取り

組みを実施しているが、夏場は国内各地でバイ
かご漁業が行われ、消費者市場では本種が供給
過剰状態にあると言われている。さらに石見部
では、高値で取引される銘柄「特大」や「小」、
「豆」の漁獲量が少ないため、鮮度保持だけで
は魚価上昇が見込めない状況におかれている。

（５）資源状態
ここでは、村山・由木が求めた Age-length

Key１）を用いて漁獲物の年齢組成を求め、さら
に日別漁獲データをもとに DeLury法による資
源解析を行った。２０１３年の推定漁獲率は

３９．６％であり、前年を大きく上回った。資源
の利用としては、２０１０，２０１１年のように広い
範囲の年齢のものを利用するのではなく、４歳
～２歳の年齢のものを多く利用する偏りが見ら
れた（図２８）。
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